
 

 ８ 協働する授業づくり、学校づくり  

 

学力向上 PTで事前にミーティングを行い、取り組むべ 

き課題について話し合っていましたが、研修に参加した 

教職員が「やらされている感」を感じることがないよう、 

あえてその内容、結論については触れず、広く意見交換す 

ることから始めることにしました。グループワークは2回 

に分けて行い、1回目は教科や経験年数がバラバラになる 

ようあらかじめ設定した10名のグループごとに行います。 

担当している授業に対する課題や困っていることを意見交換し、課題の共有とめざす生徒像の明確化を

目標に取り組みました。2回目は教科ごとのグループに分かれ、1回目のグループワークで共通理解が

得られた課題、「生徒の考える力・自己肯定感の育成」をテーマに、各教科でできることや授業のアイデ

ィアなどについて意見を出し合いました。また、自分が担当している授業にイメージを落とし込み、具

体的な授業改善に結び付くようにしました。 

府立東住吉総合高等学校の取組み 

 

（1）学校教育目標(めざす生徒像) 

工業・商業系列等を持つ総合学科として、多様な進路実現を可能にし、生徒が夢を実現できる学校、

地域・保護者から厚く信頼される学校をめざす。 

 「探そう 東総 明日の自分！」をキーワードとしてキャリア教育・職業教育を力強く推進する

学校。 

 「基礎的・基本的な知識・技能の習得と主体的な活用」を目標に授業で鍛える学校。 

 「よりよい社会を切り拓いていく人間」になるため、学校・家庭・地域等が一体となり、多様な

他者との共有を図り、教育活動を展開する学校。 

 「目標達成に向け意欲的に取り組む学校運営体制」を確立し、府民の期待に応えられる学校。 

 

（２）主な取組みと組織体制の準備 

 テーマ…「生徒の考える力・自己肯定感の育成」 

基礎的な学力の定着、グループワークなど協働的な学びへの主体的な参画に向けて、生徒に

どのように動機付けしていくかが課題。 

 

 

 

 

 

 

 

※学力向上プロジェクトチームによる研修準備と研修運営、情報分析や振り返り等を年間計6

回実施しています。 

※「学力向上 PT」は教科から6名、首席、教頭の計8名で構成。 

（３）主な実践とその工夫 

  ① めざす生徒像、めざす授業像を共有する 
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第１回校内全体研修

•めざすべき授業像を考える→

授業に対する課題や困ってい

ることをグループワークで広く意

見交換。その後、各教科で何

ができるのかを検討。

研究授業

•美術科による研究授業

第２回校内全体研修

•研究授業の振り返り

•7教科（50コマ）の公開授

業

•来年度に向けた目標設定

研究テーマを意識し、協働制
作を通じて、思考力の育成と
自己肯定感の育成をめざした
授業実践 

 



 

 ８ 協働する授業づくり、学校づくり 

 

授業改善により、生徒にどのような育ちがあったのか。プロジェクトリーダーはテキストマイニン

グという手法を用いて、研究授業を受講した生徒の感想文（自由記述）を解析し、把握しました。 

※テキストマイニングとは、感想文などの文字情報を単語や文節で区切り、それらの出現の頻度や共出現の相

関、出現傾向、時系列などを解析することで有用な情報を取り出す、テキストデータの分析方法のことです。 

以上から、今回の研究授業を受講し

た生徒から「できる・楽しい」という自

己肯定的な感想が多く得られたことが

わかります。また、このような自己肯定

的な言葉と共起している言葉が「協力」

や「分担」といった、グループワークに

関する言葉であることから、グループ

ワークを通して、生徒たちが自己肯定

的な感情を持ったことが読み取れまし

た。 

交流し学び合う態度が、今後の学習

においても活かされることが期待でき

ます。 

  ② ねらいと手立てを対応させて授業をデザインする～芸術科（美術）による研究授業～ 

「生徒の考える力、自己肯定感の育成」を実現するには、どういう実践が考えられるのか。研究授業

担当者はその答えの一つとして、生徒が対話交流し、自身の学びを深める場面を多く設定した授業を計

画しました。単元の始まりでは自己紹介に消極的だった生徒が、単元の終わりにはグループの作品に関

して発信し、互いにコメントすることができるところまで成長することができました。他者の意見を参

考に自身の取組み（作品）を見直す、様々な意見を一つにまとめて表現する、他者の意見を聞き自分の

意見を述べるなど、生き生きと学ぶ生徒の姿を見て、生徒の持つ可能性を感じた先生も少なくありませ

んでした。 

  「めざす生徒の姿を想定し、ねらいをもって授業をデザインする」ことで、偶発的ではなく生徒の変

容を生み出すことができる。この実例を見ることで、他教科の教員も授業改善に向けて刺激と励みを受

けました。 

 ③ 感想文（自由記述）を分析し、生徒の内面や成長を読み取る！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図①では、生徒の感想文に頻出した特徴的な単

語がより大きく示されています。生徒はいろいろ

な意見やアイディアを出し合いながら、協力・団

結して製作に取り組めたこと、そして意見を出し

合い、話し合うことで、グループが打ち解けまと

まっていった様子がうかがえます。 

図②は、文章中に出現する単語の出現パターン

が似たものを線で結んだものです。出現数が多い

語ほど大きく、また共起の程度が強い語を太い線

で結んでいます。これによると、「協力」「できる」

「楽しい」の言葉が共に使われていることが多い

ことが分かります。また、「分担」「作る」「達成感」

の言葉も共に使われていることがわかります。 

図② 

図① 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%98%E8%AA%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%87%E7%AF%80

